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１ 情報システムの開発とは



情報システム開発のポイント

•サービスをデザインし、システムを開発

•サービスデザイン、システム開発はライフサイクルを意識し企画・設計
• サービスデザイン：現状把握・企画検討のサイクルを意識する

• システム開発：ソフトウェア開発ライフサイクルを意識する

現場把握（学校環境・スキル等）

業務把握

サービス業務企画内容検討軌道修正を
繰り返す

企画プロセス 要件定義プロセス 開発プロセス 運用プロセス 保守プロセス



要件定義の留意点

•業務要件の定義
• サービスデザイン等で検討した
業務等を定義

•機能要件の定義
• 機能に関する事項（入出力等）

• 相互運用性及びデータ互換性

• オープンデータとしての活用

• 他の情報システムとの連携

•非機能要件の定義
• ユーザビリティ・アクセシビリティ

• システム方式（クラウドサービスの活用等）

• スケーラビリティ

• 性能（応答時間等）

• 中立性（標準技術の活用・調達コストの削減・
透明性の確保）

• 情報システム稼働環境（学校の端末や教育委
員会ネットワーク等）

• 情報セキュリティの適切な取扱

• 責任分解点

• 情報システムの信頼性・運用性・保守性の確保



システム開発手法

•要件等に対応した適切な開発手法を選択
• 主な開発手法

• ウォーターフォールモデル

• プロトタイピングモデル

• アジャイルモデル

要件定義 設計 プログラミング テスト

要件定義 プロトタイプ作成 設計 プログラミング テスト



２ CBTシステムの全国化に向けた課題
～要件定義の重要性とCBT調査研究の推進～



LMS
（教育委員会等管理）

分析システム

調査実施の流れから見たCBTシステム
（業務のモデル化による要件定義）

学習者用
ＰＣ・タブレット

問題プール
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↓

問題データ送信

解答データ受信
↓
↓

採点（者）
↓
↓
集計

出題
↓
解答
↓

一部自動採点

監督者機能

問題
解答類型

属性情報
・難易度など統計量
・出題領域
・出題回数
・解答時間

問題管理システム

問題記述システム
（オーサリング）

素材を
CBT化

テスト実施システム

属性情報
採点結果

集計結果

出題・解答エンジン

利用者認証情報



テスト実施
システム

教育ICT環境から見たCBTシステム
（システム構成による要件定義）

通信ネットワーク

・学習者用PC・タブレット
にWebサービスを提供
・マルチデバイス対応

IdP
利用者認証情報

暗号化

出題・解答
エンジン

問題管理
システム

学習者用PC・タブレット
・HTML5ブラウザとJavaScript
・ネイティブアプリは不使用
・ポインティングデバイス
・マイク、カメラ

○画面インタフェース
○操作ログ
○利用者の操作の復元
○監督者機能
△端末制御機能

暗号化

負荷分散
・冗長化問題プール

安定した通信路確立

LMS
（教育委員会等管理）



システム構成（オンライン方式とUSB方式）

ハードウェア ハードウェア ハードウェア

Webブラウザ
Safari, Chrome, Firefox

Webブラウザ
Chrome, Firefox

クライアントPCで実行

サーバOS
WindowsServer, Linux, Unix

ハードウェア

Webサーバ
ソフトウェア

Windows macOS, iOS Chrome OS,Android

ブラウザベース
Webアプリケーション

通信
（ネットワーク）

○ オンライン方式のシステムアーキテクチャ

サーバサイド
プログラム DB

調査問題
回答用紙・音声

CBT実行
プログラム

Webブラウザ
Edge, Chrome, Firefox

Internet Explorer

ハードウェア

仮想サーバ
XAMPP

Windows

Webサーバ
ソフトウェア

クライアントPC
として実行

Webブラウザ
Chromium Potable

録音機能
MediaRecorder

API

○ USB方式のシステムアーキテクチャ

ブラウザベース
Webアプリ

サーバサイド
プログラム

ポ
ー
ト
設
定

通信

DB

CBT実行
プログラム

調査問題
回答用紙
・音声



出題・解答画面の設計の必要性・・・①画面サイズにより見え方が異なる

ウェブブラウザを用いて、CBT画面をシミュレーション

PCでの
表示

スマート
フォン
での
表示

紙面のイメージデータで
表示すると、

画面サイズに合わせて、
表示が拡大縮小される。

テキストデータで
表示すると、

画面サイズに合わ
せて、レイアウトが
変更される。文字
の大きさは変わら
ない。

解答欄は、PCのサイズでは右、ス
マートフォンのサイズでは下になる。



②長文のテスト問題を表示するために、スクロールやページめくりを工夫

長いスクロール

問題文を別ウィン
ドウで表示する。

この例では、問題欄
をスクロールしても、
解答欄は固定位置。

タブでページをめくる例

この他にも、「前のページに戻る」
操作を無効にするなど。



出題・解答形式の工夫の例・・・

①画面上で図形を動かしたり定規などの文房具を利用することができる。

図形をマウスでクリックしながら
回転させたり、
付箋を動かすことができる。

図形をマウスでクリックしながら
動かしたり、
定規を当てることができる。



出題・解答形式の工夫の例・・・

②画面上で地図を動かすことができる。

公開されている様々なツールや
コンテンツを使用
（Google Maps APIの例）



ポインティングデバイスについて

マウスなどのポインティングデバイスの座標
をリアルタイムに読み取ることができる。
これを操作ログとして記録することで、
①解答時間や解答順序などの測定

②利用者の操作の復元（ロールバック、ロー
ルフォワード）
が可能になる。 タブレットでは、スタイラスペンなどのポインティング

デバイスで入力することができる。
これをストロークデータとして記録することで、
①数式や記号での解答
②文字認識による採点の省力化
が可能になる。



● QTI (Question & Test Interoperability)
eラーニングに関する標準化規格のひとつ。

出題形式、解答形式、演習問題、試験問題などテスト用
のコンテンツの相互運用性を向上させることを目的とし
た技術規格。

テスト問題を、システム間で相互にやりとりしたり、どの
端末でも同様な画面表現を可能とする。

近年CBT (Computer-Based Testing) が盛んになり、
OECD PISAや米仏伊などでQTIが採用されはじめている。

CBTの開発に当たっては、こうした動向も調査研究しな
がら、進める必要がある。
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